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526 松山大学論集 第28巻 第4号
る政策決定機関たり得ないことを前提としながらも，構成員の専門性の確保と住民代表性
の確保が考慮されるべきであることを指摘する。専門家の知見や利害関係者の意向を公正
かつ透明な形で合議体としての意思決定とその表明に反映させることが期待されていると
はいいながら，取り扱われる問題の重要性に比例して政治的思惑が交錯していることが少
なくない。そのうえ，民意の発露と熟議の積み重ねとが必要といわれるが，果たして誰も
が例外なく高く評価する審議会の設置と運営の困難さこそ，いかにして実現し克服するの
か，極めて難しい課題が横たわっているというほかないところである。
28）礒崎，前掲書5～16頁等を参照。特に，政策法務論について，「政策の法化」から「法
の政策化」をもたらすおそれがあり，「法令・条例・規則等のルールに即して行政を執行
するというよりもそれらのルールの方を政策実現の技術に過ぎないものとみて，法を行政
政策の次女にしてしまうおそれがある。」という価値序列からの批判があることを踏まえ
たうえでなお，政策法務の必要性を唱えているところを看過すべきではなかろう。
29）その際には，本稿において検討を加えることの叶わなかった政策評価ないし行政評価に
関する考察を行い，自治体行政の展開される次元ごとにどれほどの合理性と民主性とが担
保されているのかについて分析を加え，自治体公共政策という文脈で再検討を行いたいと
考えている。
30）これらの問題意識については，さしあたり庄司真理子，宮脇昇『新グローバル公共政策』
（晃洋書房 2011年）等を参照。
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